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１
月
26
日
に
、
配
給
元
の
米
20

世
紀
フ
ォ
ッ
ク
ス
社
が
、
映
画

「
ア
バ
タ
ー
」
の
世
界
興
行
収
入

が
１
９
９
７
年
公
開
の
「
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
」（
同
じ
キ
ャ
メ
ロ
ン
監

督
作
品
で
18
億
４
３
０
０
万
ド

ル
）
を
抜
い
て
18
億
５
９
０
０
万

ド
ル
（
約
１
６
７
５
億
円
）
に
達

し
、
歴
代
最
高
記
録
を
更
新
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

主
人
公
ジ
ェ
イ
ク
・
サ
リ
ー

は
、
地
球
上
で
の
戦
争
で
負
傷
し

て
下
半
身
不
随
に
な
っ
た
元
海
兵

隊
員
。
衛
星
パ
ン
ド
ラ
で
の
「
ア

バ
タ
ー
作
戦
」
に
参
加
し
ま
す
。

パ
ン
ド
ラ
は
恐
ろ
し
い
動
物
や
植

物
が
共
存
す
る
未
開
の
星
で
す

が
、
人
間
に
よ
く
似
た
ナ
ビ
と
い

う
生
物
が
原
始
的
な
が
ら
も
自
然

と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
実
は
、
そ
の
ナ
ビ
の
聖

地
に
は
貴
重
な
「
夢
の
鉱

物
」
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
ア
バ
タ
ー
と
は
、
人
間
と

ナ
ビ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
掛
け
合
わ
せ
て

造
ら
れ
た
人
造
生
命
体
の
こ
と
。

欲
深
い
人
間
が
な
ん
と
か
「
夢
の

鉱
物
」
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、

サ
リ
ー
を
も
と
に
創
造
し
た
ア
バ

タ
ー
を
送
り
込
み
ま
す
。
こ
う
し

て
人
間
の
侵
略
と
ナ
ビ
の
抵
抗
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
も

っ
と
も
ら
し
い
科
学
的
な
説
明
は

理
解
で
き
な
く
て
も
、
映
画
を
楽

し
む
に
は
ま
っ
た
く
さ
し
つ
か
え

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
映
画
は
、
通
常
の
上
映
方

式
と
別
に
、「
３
次
元（
３
Ｄ
）映

像
方
式
」
を
取
り
入
れ
た
立
体
映

像
版
が
話
題

で
す
。
３
次

元
方
式
で
は

上
映
館
の
入

り
口
で
渡
さ

れ
る
専
用
の

メ
ガ
ネ
を
か

け
て
ス
ク
リ

ー
ン
を
観
ま

す
。
な
に
は

と
も
あ
れ
、

ま
ず
は
と
く

と
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
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大
阪
で
唯
一
の
村
、
南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
は
、
金

剛
山
の
西
側
に
広
が
る
緑
豊
か
な
山
村
で
す
。

　

こ
の
村
の
歴
史
で
有
名
な
人
物
と
言
え
ば
、
南
北
朝

時
代
の
戦
乱
を
描
い
た
「
太
平
記
」
に
登
場
す
る
武
将

・
楠
木
正
成
で
す
。
千
早
赤
阪
で
生
ま
れ
、
こ
の
地
を

拠
点
と
し
て
い
た
正
成
は
１
３
３
１
年
（
元
弘
３
年
）、

鎌
倉
幕
府
に
対
す
る
後
醍
醐
天
皇
の
挙
兵
に
呼
応
し
て

金
剛
山
の
中
腹
に
築
い
た
山
城
（
千
早
城
）
に
籠
城
。

幕
府
の
大
軍
に
対
し
て
、
徹
底
し
た
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開

し
て
追
い
払
い
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
ま
し
た
。

正
成
の
死
後
は
、
息
子
で
あ
る
正
行
（
ま
さ
つ
ら
）
や

正
儀
（
ま
さ
の
り
）
も
金
剛
山
麓
に
拠
点
を
構
え
、
南

北
朝
時
代
を
通

じ
て
南
朝
の
拠

点
と
な
り
ま
し

た
。千
早
城
跡
、

正
成
の
「
産
湯

の
井
戸
」
な

ど
、
こ
の
時
代

の
遺
跡
や
伝
承

が
、
村
の
あ
ち

こ
ち
に
残
っ
て

い
ま
す
。
村
に

は
美
し
い
「
棚

田
」
の
風
景
が

広
が
り
、
地
元

の
人
た
ち
に
よ

る
保
全
運
動
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

村
に
そ
び
え
る
金
剛
山
（
標
高
１
１
２
５
メ
ー
ト

ル
）
の
中
腹
は
、
大
阪
府
の
最
高
地
点
が
あ
る
所
で
、

林
野
庁
の
指
定
す
る
「
森
林
浴
森
の
百
選
」
に
も
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
金
剛
山
に
は
、
観
光
客
や
自
然
愛
好

家
、
山
岳
信
仰
者
、
小
学
校
の
冬
山
登
山
な
ど
で
年
間

１
２
０
万
人
が
訪
れ
ま
す
。
千
早
赤
阪
村
は
最
近
ま

で
、
隣
接
す
る
河
内
長
野
市
と
の
合
併
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
合
併
を
や
め
、
自
立
の
道
を
選
び
ま
し

た
。「
小
さ
く
て
も
輝
く
大
阪
唯
一
の
村
」
と
し
て
、

新
た
な
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。
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　1945年６月７日の白昼、大阪市の北部
一帯を米軍機が襲いかかりました。大空
襲で炎に追われた市民は、長柄橋の下に
避難しました。
　米軍機は避難した市民をねらって爆
撃、射撃を加え、長柄橋周辺だけでも約

400人の市民の生命が奪われました。こ
の犠牲を悼み、遺族や地域の人たちの手
で橋の南詰めに観音像がまつられ、旧長
柄橋の弾痕の残る橋脚ブロックが置かれ
ています。毎年６月７日には慰霊祭が行
われます。

　

門
真
市
の
三
島
神
社
に
あ
る

大
ク
ス
ノ
キ
は
、
一
千
年
（
推

定
）
の
樹
齢
を
も
つ
大
阪
府
内

で
は
最
大
の
巨
樹
で
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
幹
の
周
囲
は
13
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
は
25
メ
ー
ト
ル
、
枝

張
り
は
東
西
34
メ
ー
ト
ル
、
南

北
が
33
メ
ー
ト
ル
で
、
神
社
の

境
内
い
っ
ぱ
い
に
被
さ
る
よ
う

り
せ
し
唐
土
（
も
ろ
こ
し
）
の

松
に
お
と
ら
ぬ
楠
ぞ
こ
の
く

す
」
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
歌
に
ち
な
ん
で
、
こ

の
木
は
「
薫
蓋
樟
」
と
よ
ば
れ

て
い
ま
す
。
１
９
９
０
年
に
大

阪
の
鶴
見
緑
地
で
開
催
さ
れ
た

「
花
と
緑
の
博
覧
会
」
を
記
念

し
て
、
大
阪
府
が
府
民
か
ら

「
大
阪
み
ど
り
の
１
０
０
選
」

に
立
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は

古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
し
て

崇
め
ら
れ
、
参
拝
に
訪
れ
る
人

が
絶
え
ま
せ
ん
。
ク
ス
ノ
キ
の

根
元
に
は
、
幕
末
に
岩
倉
具
視

ら
と
活
躍
し
た
公
家
・
千
種
有

文
（
ち
ぐ
さ
あ
り
ふ
み
）
が
詠

ん
だ
歌
、「
薫
蓋
樟
（
く
ん
が

い
し
ょ
う
）・
村
雨
の
雨
や
ど

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
木

が
ダ
ン
ト
ツ
で
一
位
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
門
真
市
は
「
市
の

木
」
に
ク
ス
ノ
キ
を
指
定
し
、

薫
蓋
樟
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

楠
木
正
成
と
千
早
赤
阪

長柄橋の弾痕跡
（大阪市北区）

南
北
朝
時
代
の
歴
史
と

豊
か
な
自
然
が
残
る
村

樹
齢
は
推
定
一
千
年

　
　
　
　
　

大
阪
一
の
巨
樹

三
みつ

島
しま

神社の
大クスノキ
（門真市）

大久保利通の勧めで建立した「楠公誕生碑」

近づけば荘厳な雰囲気が漂います

淀
川
を
見
下
ろ
す
道
路
に
観
音
像
と

橋
脚
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す　
　
　

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
森
の
中
に

い
る
よ
う
で
す　
　
　
　
　
　

驚異の立体映像（３Ｄ方式）
で興行収入歴代第一位　　

（千早赤阪村）

「アバター」

現地へのアクセス

▼所在地／門真市大字三ツ
島1387 ▼交通／大阪市営地下
鉄長堀鶴見緑地線「門真南」
駅下車・北へ徒歩15分

　テスト生として契約金ゼロで南海に入団。戦後初の三冠王・名捕手・名監督と呼ばれまし
た。1970年に南海の監督兼捕手に就任。77年にロッテに移籍して以後45歳で引退するまで一捕
手を貫きました。禅の「生涯一書生」から、野村が自身に付けた言葉です。

野村　克也

生涯一捕手 　服部嵐雪（はっとり　らんせつ　1654～1707）は江戸時代前期の俳諧師。松尾芭蕉の高弟で
もありました。春を告げる名歌の一つとして、この句は多くの人に親しまれています。大阪で
も今、大阪天満宮や大阪城など各地で梅の花が満開を迎えようとしています。

梅一輪
一輪ほどの暖かさ

服部　嵐雪


